
諸人のここに学びて―校長室から見える風景―（３１） 

 

豊高アカデミア開催 ―高校生、豊高生の力― 

  

 先週、２月７日に令和７年度豊高アカデミアを開催しました。寒波の予報とインフルエンザの影響

でどうなるかことかと心配しましたが、無事に開催することができました。 

 

 

 

 

                                                               

  

 当日午前中は、兵庫県立芸術文化観光専門職大学の学長 平

田オリザ先生の基調講演と体育館でのポスター発表です。午後は

ＨＲ教室での口頭（一部オンライン）の発表でした。午前中のポス

ター発表は全部で５６、県内外の高等学校の展示のみのポスター

発表は１３、１年次の探究Ⅰのポスター発表は展示のみでしたが２

７と多くの発表・展示ができました。ポスター発表には県内外の高 

校生のみなさんも発表いただきました。さまざまな探究テーマがあり、  

本校生の発表だけではなく、他校の生徒さんの発表も大変興味深いも

のがありました。 

 午後は、各教室で口頭発表（オンライン併用）でした。８

つのブースで５回の発表を行いました。私は但馬地区の高

校の口頭発表、オンラインで他県の２校の発表、そして本

校の口頭発表を２つ聴きました。他校の生徒のみなさんの

発表はどれもしっかりとされており､テーマも地域や歴史、

物理的な分野など多岐にわたっていました。それぞれに素

晴らしい発表でした。本校の生徒も、準備をして臨み、よい

発表であったと思います。質問にも早く対応できていました。

校内発表からさらにまとめをしてきたことがよくわかりまし

た。 

 ご指導いただいた先生方からは、専門的なお立場からのご助言とともに「明るく元気があった」

「非常に楽しかった」とのお言葉をいただきました。探究、発表といった側面からは課題もあろうかと

思いますが、生徒にとって探究内容をまとめ発表すること、それを聴くことを経験できる貴重な機会



となりました。今後につながるものになったと思っております。 

 それにしても、オンラインで遠くは東北地方の学校から発表をいただけるなど、発表のスタイルも柔

軟になってきたものだと、アナログな私はしみじみと感じました。 

 

 豊高アカデミアの開催にあたっては、４月より探究活動において多くの大学、高校の先生方、豊岡

市はじめとする諸機関のみなさま、各企業・事業所のみなさまにご指導いただきました。改めてお礼

申し上げるとともに、引き続きご指導いただきますようお願い申し上げます。 

 また、今回は県内外の多くの高校からご参加をいただきました。ありがとうございました。それぞれ

のご発表も素晴らしいものでしたし、本校生にとって刺激にもなったことと思います。引率いただきま

した先生方にも厚くお礼申し上げます。 

 また、寒さ厳しい中にも関わりませず当日お越しいただいた保護者のみなさま、地域のみなさま、

中学生のみなさま、ありがとうございました。 


